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海外図書館の最新動向第 3回 

 

ALA米国図書館視察研修は2013年に第1回を実

施し、翌2014年より図書館総合展運営委員会と

の共催となり今年第3回を迎えた。研修の目的は

「ALA（アメリカ図書館協会）年次総会への参加

及び米国図書館施設の視察及び現地職員とのミ

ーティングによる最新の動向及び情報収集」で

ある。参加者は第1回13名、第2回16名、第3回33

名となり、今回は大学教員・大学職員・大学院

生・専門図書館職員・公共図書館職員・図書館

関連企業社員と非常に多彩な顔ぶれとなった。

アメリカにおける大学図書館、公共図書館、企

業図書館の現在の姿をそれぞれの立場から捉え

るべく、積極的な視察と交流が行われた。視察

の日程と訪問先は以下の通りである。 

・6 月 23 日 シアトル公共図書館 

・6 月 24 日 ワシントン大学、マイクロソフト

社 

・6 月 25 日 スタンフォード大学 

・6月 26日 カリフォルニア大学バークレー校、

サンフランシスコ公共図書館 

・6 月 27 日 ALA 年次総会、特別セッション 

例えば、日本の大学図書館においてはアクテ

ィブラーニングの充実に向けた様々な取り組み

がなされており、アクティブラーニング推進の

拠点としてラーニングコモンズを設置する図書

館も飛躍的に増加している。しかし、施設の設

置や運用、シラバスとの連動や学内の他部署と

の連携など多くの課題と直面しているのが現状

ではないだろうか。今回の視察研修ではアメリ

カの図書館の視察内容から日本の大学図書館が

抱える課題について考えてみた。 

 

１．大学図書館 

１ ） ワ シ ン ト ン 大 学   (University of 

Washington) 

ワシントン大学は全米でも広く知られている

名門であり、「パブリック・アイビー」グループ

の一つに数えられ、7 名のノーベル賞受賞者を

輩出するなど米国で教育と研究をリードしてい

る。また、米国でも有数の潤沢な資金量を誇っ 
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ている。 

＜視察した図書館＞ 

■スザーロ・アレン図書館 (Suzzallo and Allen 

Library) 

■ オ デ ガ ー ド 学 部 生 図 書 館 (Odegaard 

Undergraduate Library) 

■東アジア図書館 (East Asia Library)  

750 万冊の蔵書を誇る 25 図書館には 70 名の

サブジェクトライブラリアンが配置され、近代

的なオデガードは学部生、重厚な雰囲気のスザ

ーロ・アレンは院生など専門図書館以外でもサ

ービス対象が絞り込まれている。東アジア図書

館は日中韓 74 万冊の規模を誇る。 

各所にラーニング＆スタディライブラリアンが

配置され、ラーニング・テクノロジー・クライ

アントサポート（教員、院生向けサポート）や

ライティング・センター、ラーニングテクノロ

ジーセンターのライター(院生・学生等 75 名)

とリサーチ・ライブラリアンが連携して年間

16,000 セッション実施するなど、多彩なサービ

スが提供されている。年間 500 件ほどの補助金

取得に関する相談や論文の典拠やデザイン（デ

ータの活用）についての相談が多数寄せられる

など、利用者のニーズに沿ったメニューが工夫

されている（図 2）。 

 

２ ） ス タ ン フ ォ ー ド 大 学   (Stanford 

University) 

世界にも広く知られる名門であり、31 名のノ

ーベル賞受賞者を輩出している。学生と教員の 

比率は 4:1 で、米国平均である 15:1 と比較して 

 

かなり教員の比率が高い。 

＜視察した図書館＞ 

■グリーン図書館 (Green Library) 

■工学部図書館(Engineering Library) 

■東アジア図書館 (East Asia Library)  

930 万冊の蔵書を誇り、25 の図書館を設置して

いる。グーグル・ブックスのプロジェクトを主

導したのがスタンフォード大学図書館長のマイ

ケル・ケラー氏であることは良く知られている

が、その成果はスタンフォード大学にも反映さ

れ、現在数百万件もの電子書籍が学内で利用可

能になっている。工学部図書館は本のない図書

館を標榜し将来的に 0 冊を目指しており、利用

権限が細かく設けられた電子書籍システムは実

用的で、ケラー氏の唱える「Cybrarian」の必要

性について考えさせられた。ただ、文献複写な

ど著作権に関する法的根拠が日本でも通用する

ものか疑問が残る。東アジア図書館７０万冊以

上の蔵書を誇るが、電子化は中国語資料が中心

で日本語資料はこれからとのこと（図 3）。 

 

３）カリフォルニア大学、バークレー  校 

(University of California, Berkeley) 

カリフォルニア大学システムの中では一番歴

史を持つ名門校グループで「パブリック・アイ

ビー」の一つに数えられる。現在まで 70 人以上

のノーベル賞受賞者を輩出している。 

＜視察した図書館＞ 

■ドゥ図書館（Doe Library） 

■東アジア図書館（East Asia Library） 

■モフィット図書館（Moffitt Library）  

1,000 万冊の蔵書を誇り、29 の図書館を設置し 

図 2 スザーロ・アレン図書館(Suzzallo and 

Allen Library) 

図 3 グリーン図書館(Green Library) 
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ている。図書館により異なるビジョンを設けて

おり、中央のアドミッションによるものではな 

い独自の活動を行っている。州立という性質上

学外利用者に対するアプローチに重点が置かれ

ていることも特徴。東アジア図書館は日本語資

料約 30 万冊を有しており、これは米国議会図書

館次ぐ２番目の蔵書数である。三井コレクショ

ンをはじめ多くのコレクションを所蔵しており、

専属のキュレーターを配置するなど特徴的なサ

ービスを行っている。10 キャンパスの論文を含

む資料を統合した「UC デジタル・ライブラリー」

を作成し保存提供するなどデジタル化も推進さ

れている。一方、ラーニングコモンズ的な支援

システムは構築しておらず、これは図書館にと

っての優先事項ではないとの判断による（図 4）。 

 

２．公共図書館 

１）シアトル公共図書館 (The Seattle Public 

Library) 

ユニークな外見のシアトル公共図書館は全

館で 680 名、本館だけで約 300 名のスタッフが

おり、その約半分が司書となっている。各階、

各コーナーのサービスも専門性が確保されてお

り、ボランティアなどとの役割分担が明確にな

っている。「公共サービスはニーズの変化に合わ

せて変わっていくもの」という考えに基づき、

Job Search サポートなどが行われている。また

分館＋学校、本館＋政府機関との間の連携が進

んでおり、利用者は公共図書館を本だけではな

い社会生活の拠点として認識していると感じた。

バイリンガルの従業員を多く配置するなど

English as a Second Language （ 第二言語と 

 

しての英語）に対するサポートが重視されてい

るのもアメリカならではの特徴と感じる。施設

面では 6 階以上は 2％の傾斜で段差を作らない

工夫がされており、一つの空間として認識でき

るようになっている。運営は基金のみで行われ

ており、図書館の為だけのファウンデーション

がある。その為か図書館の予算の振り分けも明

確にされている。また、ショップ＆カフェの収

入も図書館へと還流されている（図 5）。 

 

２ ） サ ン フ ラ ン シ ス コ 公 共 図 書 館 (San 

Francisco Public Library) 

アメリカ最古の公共図書館の一つであり、最

上階の History Centerは非常に充実しており電

子アーカイブ化も進んでいる。1996 年に建てら

れた施設は近代的かつ開放的で多くの市民で賑

わっていた。Children’s Center, Chinese 

Center, Computer training Center, Deaf  

図 4 ドゥ図書館（Doe Library） 

図 6 Deaf Service Center（聴覚障害者向

けサービス） 

図 5 シアトル公共図書館 (The Seattle 

Public Library) 
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Service Center など 20 近いセンターを設置し

てサービスを展開しており、特に就職支援（ホ 

ームレス支援も含んで）に力を入れている。新

設されたティーンズ向けセンター「THE MIX AT 

MAIN」は活況を呈しており、単に若年層の図書

館離れ対策という次元でない、社会を挙げての

若年層教育の一環として企画されたという印象

を受けた。各階に Page Desk, Copy Desk が設置

されるなどスタッフも豊富に配置されておりボ

ランティア、インターンなど人的サービスを第

一義とする精神が徹底している（図 6）。 

 

３．専門図書館 

１ ） マ イ ク ロ ソ フ ト 本 社 ラ イ ブ ラ リ ー

(Microsoft Library) 

マイクロソフト本社ライブラリーは 1983 年

に設置され、全世界の社員約 20 万人のメインラ

イブラリー（全４館）として活動している。ス

ペースとしてのライブラリーだけでなく「社員

が情報に辿り着ける様に」を掲げて情報環境の

整備を行い、イントラの MSLibrary からの情報

発信とメール・チャットなどによるレファレン

スを行っている（約 300 件／月）。HP 作成、コ

ンテンツ配信、ネットワークシステムなどに専

任スタッフを配置しており、レコメンデーショ

ン機能、Brog、Journal News、イントラでのア

ンケートによる機能の拡充などが日々更新・刷

新されている。 

会社のミッションへの貢献、社員に何が必要か、

が施設整備のコンセプトであり「商品開発に資

する」ための工夫がされている。特徴的なもの

としてライブラリー内に設置された Maker  

 

Garage があり、発想をすぐに商品開発に繋げら 

れる様、各種工具や３D プリンターなどが置か 

れている。同様の施設は各所に設置されている

（図 7）。 

 

４．ALA（アメリカ図書館協会）年次総会 2015 

ALA年次総会 2015はその規模にまず驚きを感

じた。eBook や施設・システムの最新情報を発

信するブースの多彩さもさることながら、出版

社ブースでの現物販売の規模と人・人・人。こ

の総会が生活に根付いた「知との出会い」の場

として愛されていることを感じた。700 以上の

セッションが開催され、当研修でも「War INK

」「ARL LibQUAL」の 2 つの特別セッションを開

催した。セッションに先立ち ALA・ダウリング

事務局長より話を頂いた。「56%の図書館が図書

館と学生のコミュニケーションはどの授業より

も効果的と考えている」「62%の大学が場所とし

ての図書館の改革を考えている（電子化、ラー

ニング・コモンズ等）」等々（ALA 年次報告書

より）。 

 

１）特別セッション① War INK プロジェクト 

ALA 年の“2015 Jhon Cotton Dana Award を

受賞した Jason Deitch 氏の講演。自身も退役軍

人である氏は、公共図書館と米国退役軍人省の

職員との連携プロジェクトを立ち上げ、退役軍

人が「タトゥー」について語る記録を発信する

ことで市民との戦争体験の共有の場を提供して

いる。図書館で取り組みを行うことの意味につ

いて「図書館にとってすべての市民に分け隔て

なくリソースを提供することは大切な義務。そ

の中でも社会の中で忘れられがちな退役軍人に

対するサービスに重きを置いている」と語った

。これは、今回の研修で見学した公共図書館で

も退役軍人の就職支援やホームレス向けの各種

支援などが盛んに行われていることと通じるも

のがあり、米国における公共図書館の役割がど

のように考えられているか、何故米国の公共図

書館は寄付による運営が可能なのか考えさせら

れた。 

 

 

図 7 マイクロソフト Maker Garage 
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２）特別セッション② ARL「LibQUAL」 

「 LibQUAL」 は 米 国 ARL（ Association of 

Research Libraries）が提供している図書館の 

サービス品質を査定する評価指標としての Web

アンケートシステムで、世界 20 ヵ国の大学や学

術団体など 1,100 以上が参加して累計 1,700 回

以上の評価実績がある（日本でも導入事例が増

えつつある）。「LibQUAL」は利用者の反応を聞く

だけでなく、22 の基本項目に対して「許容でき

る最低限のサービス」「望ましいサービス」「実

際のサービス」の 3 つの観点で点をつけること

で、サービス・情報コントロール・空間につい

ての利用者のニーズと現在の到達点を測ること

ができる。図書館の活性化を進めるには、自館

の特色化を図りながら満足度を上げることが必

要であるが、その指標を設けることは非常に困

難です。その意味で「LibQUAL」は日本の図書館

の画一的でない特色化を進める上で有効な指標

をもたらしてくれるのではないかと感じる。 

 

５．まとめ～感想～ 

視察した大学は米国の中でも高い評価を受け

ている大学ばかりであり、これが米国の大学図

書館の標準と考えてはいけないであろうことを

前提としても、当初に挙げた日本の大学図書館

の状況と照らし合わせて印象に残る点が多くあ

った。 

 

１）運営スタッフの質・量の豊富さ 

各大学図書館でサブジェクトライブラリアン

以外に各センター・コモンズには院生をはじめ

専門スキルを持ったスタッフがライター・サポ

ーターとして配置されていた。特許申請支援や

助成金獲得支援に特化したサービスがセンター

化されており、その分カウンター業務との役割

が明確にされているなどスキルの集中と選択が

なされていると感じた。日本ではサポートは機

能として分かれていても役割として特化されて

いるケースは少なく、少人数による効果的な運

営が優先されてスキルの活用が上手く行かず、

結果人材の育成が困難になっている面があるの

ではないだろうか。サブジェクトライブラリア

ンとの待遇面での差が指摘されるが、スキルの 

 

活用ができなければ図書館員の評価は向上しな

いと感じる。 

 

２）運営コンセプト、ビジョンの多様性 

視察した図書館の運営コンセプト、ビジョン

には画一的ものは無く、コモンズ的な支援サー

ビスの充実に注力しているもの、電子資料の拡

充に重きを置き取り組んでいるもの、地域への

開放とサービスの提供を意識しているものなど

多彩であった。文科省の挙げる大学図書館の基

本機能は同様の内容を含んでいるが、現状の日

本は学修支援、グローバルといったキーワード

に大半が傾斜するという傾向が強いと感じる。

補助金との関連など背景は複雑と思うが、図書

館の特色化という観点で考えるともっとそれぞ

れの大学の現状に即した取り組みがされるべき

と思われる。 

 

３）「機能している」こと 

ここ４～５年の図書館総合展フォーラムでは

アクティブ・ラーニング、ラーニングコモンズ

といったテーマが目立ち、当初のスペースとし

ての整備から、活用されないという課題に如何

に取り組んだかといった事例も多くみられる。

せっかく作った環境を如何に使ってもらい、図

書館の活性化に繋げるかということが課題とな

っているが、今回最も感じた「違和感」は視察

した図書館では「如何に活用してもらうか」と

いう課題を感じないということであった。各種

サービスはニーズの確認を基に設計され、ニー

ズに応える設備と人的サービスが展開されてお

り、サービスの専門性を確保しているから人材

の育成が進み、図書館員の存在感が増していく。

話を聞いたスタッフ全員が自分の役割に誇りを

持っており対応に余裕が感じられたのが印象的

であった。 

また、ワシントン大学ではリーマンショック

時に図書館の統合の必要が生じた際に利用者ア

ンケートの要望を取り入れてリサーチコモンズ

が設置され、スタンフォード大学でも同様の図

書館統合の際に電子書籍中心の図書館（工学部

図書館）を設置するなど常に視点が前を向いて

いることも印象的であった。図書館が自然に機 
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能していることは、大学のあり方そのものにも

起因していることであり、だからこうと単純に

日本に当てはめることはできないが、それぞれ 

の大学の状況・ニーズに基づいたビジョンの設

定（特色化）という基本を徹底することで図書

館の運営に少しづつ変化をもたらすことができ

るのではないかと感じた。 

 

４）サービス内容と組織の整合性 

日本の大学で不思議に思うことは、例えば学

修の支援がいくつものルートで行われているこ

とです。図書館はもちろん、図書館外のラーニ

ング・コモンズ、学修支援センターでのサポー

ト、リメディアル教育等。それらが連携せずに

取り組まれている場合も多いのではないだろう

か。今回視察した大学では、学生の学修支援に

取り組んでいる組織は図書館のみであり、場所

が分かれているコモンズでも組織的には図書館

に含まれており、サービスもスタッフレベルで

連携されていた。シアトル公共図書館では提供

するサービスコンセプト毎にセクションが設置

されており、サービス内容と組織が一体となっ

ていた。機能するための要素として注目しても

良いのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）第４回 ALA・米国図書館視察研修に向けて 

今回の視察研修では参加人数が倍増し、日本

の図書館の為に視察を行おうとする方々には、

図書館司書だけでなく、教職員や出版会社、関

連企業など図書館の各パートナーがおり、異な

る視点と異なる関心で臨まれていた。結果、総

合的な満足度で合格点を頂いたものの、個別の

視察内容には専門分野でさらに深掘りしたかっ

たという様々な要望を頂いた。こうした要望に

応える視察内容とするためには、グループ分け

や見学する図書館の絞り込みなどだけではなく、

対応頂く方々を図書館司書だけでなく直接ビジ

ョン策定に関わる方（館長など）や法人本部等

図書館の運営・施設・システムなどを大学組織

全体から見てディスカッションすることができ

る方をお迎えする必要があると感じた。簡単な

事ではないが、次回への課題として取り組んで

いきたい。 

第 4 回 ALA・米国図書館視察研修は 2016 年 6

月下旬にニューヨーク～オーランド（ALA 総会

2016 開催地）を巡る内容で企画中。 



 
*東京農業大学 電子顕微鏡室(図書館長) 〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 
 Yukio YAGUCHI, Tokyo University of Agriculture, Electron Microscope Center（Director of University Library） 
 1-1-1 Sakuragaoka Setagaya-ku, Tokyo, Japan 156-8502 
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わが国の農業は、安定した食料生産を目指

すために、1960 年代から病原体を排除するこ

とを目的に、化学合成農薬を利用した化学的

防除法を頼りに進んできた。しかし、環境問

題が世界的にも大きな問題となり、さらに持

続的農業や環境保全、そして食の安全性の立

場から、現在では農薬に頼らず総合的防除の

推進が求められ、耕種的防除、物理的防除、

生物的防除を取り入れ、安全で効果的に防除

ができるシステムが築き上げられてきた。 
国際連合食糧農業機関（FAO）は 1967 年、

「有害生物の密度を経済的損害が発生しない

水準に維持するための有害生物管理システム」

を IPM:Integrated Pest Management（総合

的有害生物管理）とした。さらに FAO は、

2003 年に IPM を「全ての利用可能な病害虫・

雑草防除技術を慎重に考慮し、病害虫や雑草

の密度増加を抑え、かつ農薬およびその他の

防御措置を経済的に適正で健康と環境への危

険を軽減あるいは最小に維持する適切な手段

の統合であるとした。また、IPM は農業生態

系の撹乱を可能な限り少なくしつつ健康な作

物の成長を重視し、病害虫抑制メカニズムを

助長するものである。」と詳細に定義された。

すなわち、IPM は実視可能な各種防除技術を

組み合わせ、病害虫や雑草の発生を経済的被

害が生じないレベルに抑え、維持管理する病

害予防システムであり、IPM という特定の予 

 
防手段があるわけではない。 

農業分野から始まった IPM は、現在では病

院、食品工場、建築物衛生分野等の多方面で

生かされている。図書関係や文化財でも数十

年間、化学薬剤を用いた駆除に依存してきた

が、現在、文化財は過去に行ってきた自然と

共存した生物被害と巧に付き合ってきた日本

の伝統的保存法が見直されてきている。また、

図書館や文化財の IPM は病院、食品工場と同

様に、目視しやすい虫害の研究が世界的に進

んでいるが、カビ被害ついての研究は緒につ

いたばかりである。そこで、ここにカビの弱

点を知り図書のカビ被害の予防を目的に記し

た。 
 

１．カビとは 
日常的にいわれているカビ（糸状菌）とは、

酵母、キノコを含めて菌類といい、また真菌

という場合もある。ここではカビを菌類とし

て紹介する。しかし、“菌”とは曖昧な言葉で

細菌を含めることになる。菌類の定義は

Agrios(1997)によると『通常、顕微鏡的な大

きさの真核生物で、クロロフィルをもたない

細胞は、主にキチンやグルカンからなる細胞

壁で覆われている。細胞は糸状に連なり分岐 
する。また、繁殖体として胞子を形成する。』 
という。また菌糸は、細胞壁、細胞膜で覆わ 
れ細胞質内に、核、ミトコンドリア、リボソ 

農業から始まった IPM（総合的有害生物管理） 

－カビ予防を中心に－ 
 

The introduction of IPM (Integrated Pest Management ) developed for  
agricultural pest management: Focusing on fungal infection prevention 

 

矢口 行雄＊ 
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ーム、ゴルジ体、ミクロボディ、小胞体、液

胞などの真核細胞としての細胞小器官を有し

ている。菌糸は外界から養分を吸収し、さら

に菌糸先端部の細胞から二次代謝物を分泌す

る。 
菌類の栄養生理としては、細菌や酵母に比

べて一般的に過酷な条件下でも生育可能であ

るが、水分、酸素、温度、養分の条件が満た

されると生育または繁殖行動を示す。 
1）水分 
  菌類は、繁殖（胞子形成）時の水分要求

性から以下の 3 つのグループに分けられる。 
     ① 相対湿度 100%で繁殖する（非

好稠性菌）。 
     ② 相対湿度 100%以下でないと繁

殖しない（絶対好稠性菌）。 
     ③ ①と②の中間的なもの（条件的

好稠性菌）。 
  図書や文化財では、絶対好稠性菌による

被害が多く、特に乾燥に強い Aspergillus 
glaucus, A.vitricolae 等の不完全菌からの

発生が問題となる。また、絵画、書籍等の

紙類で発生するフォクシング（褐色斑点）

部には、Eurotium herbariorum（子嚢菌）

や Aspergillus penicilloides（不完全菌）が

繁殖し問題となる。 
2）酸素 
  生育には酸素を必要とする絶対好気性で

ある。そこで図書および文化財を炭酸ガス

や窒素ガス内に保存すれば、真核生物であ

る菌類は呼吸ができず生育阻害を受ける。 
3）温度 
  生育の最適温度は 25～30℃であるが、

Aspergillus 属のある種は 35～37℃で生育

する菌類もあり、このような菌類はヒトに

感染する医真菌として問題となっている。

また低温域では、－5 ℃くらいのフリーザ

ー内で生育がみられる菌類もあり、冷凍食

品の保存に問題を生ずる。文化財で問題に

なる菌類の最低生育温度は 4～20℃、最適 
温度は 20～35℃で、最高温度は 40℃であ 
る。 

4）栄養 

  
  菌類は従属栄養型の微生物であり、ある

種の有機化合物を吸収している。炭素源と

しては、ブトウ糖、ショ糖、麦芽糖、セル

ロース、デンプンなどの炭水化物を吸収し

生育する。また、窒素源は、アンモニウム

塩、硝酸塩などの無機塩や、微量の金属（鉄、

亜鉛、銅、マンガン等）も必要である。 
5) 水素イオン濃度 
  多くの微生物が pH2～8 と幅広い範囲で

生育するのに対して、菌類は pH5～6 の微

酸性領域を好む。微生物に有害な影響を与

える水素イオン濃度は極端な酸性またはア

ルカリ性である。 
 
２．空中菌類の研究 

わが国で最も古い文化財の屋内における空

中菌類の研究は、1904 年 Saito が正倉院で行

った調査である。正倉院内で空中菌を分離、

同定した結果、 Cladosporium herbarum,  
Penicillium glaucum お よ び Epicoccum 
purpurascens が最も多く分離されたと報告

されている。その後、江本(1964)は正倉院構

内をはじめ各宝庫内における空中菌類の分離、

同定を詳細に行った結果、Saito(1904)とほぼ

同様な結果を報告された。 
江本(1971)は、新設の美術館が開館する前

に館内の空中菌類を調査し、Alternaria 属

菌および Cladosporium 属菌の発生が展示物

に黒斑を起こすと診断した。また Alternaria
属菌、Botrytis 属菌、Stemphylium 属菌の発

生では繊維質（紙質）を溶かす菌類のため、

絵画等に害を与えることが予測され、開館後

には充分に注意が必要であると警告した。そ

して新設の美術館が開館する以前に空中菌類

の調査を行うことは、開館後の展示物のカビ

管理に重要であることを報告している。しか

しその後は博物館、美術館などの文化財関係

における空中菌類の研究報告がみられなくな

った。  
その後、真菌アレルギーが社会的に問題と

なり、戸矢崎（1998）、戸矢崎、宇田川（1998） 
が家庭内における菌類相の調査研究を詳細に

行った。その結果、家庭内で検出数の多かっ 
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た菌類は、Cladosporium 属菌で全菌類検出 
数の 48.8％であり、次いで Penicillium 属 

 

 
菌 11．4％、Wallemia 属菌 5．4％、Aspergillus 
属菌 4.2％、Alternaria 属菌 3.3％であった。

すなわち，正倉院をはじめ博物館、美術館に

おける空中菌とほぼ同様な菌類が優先してい

ることがわかる。 
Cladosporium 属菌（図１）、Penicillium 属 

菌（図２）、Aspergillus 属菌（図３）は不完

全菌類、糸状不完全菌綱に所属し、一般的に

空中に分生子（胞子）が容易に浮遊しやすい

菌類である。各菌類の走査電子顕微鏡写真を

示した。 
 
３．カビによる被害予防の遅れ 
カビにとっては図書や文化財の表面で生育

するには都合が悪い条件である。しかし、一

度カビの胞子が発芽すると、ゆっくりと生育

するため、気がつくと取り返しがつかなくな 
る場合が多い。カビの被害に対して虫害は、 
肉眼で容易にわかるために世界中の研究者が

研究を行っている。このようにカビの被害は

生物体が微小で、その認知に顕微鏡を必要と

するため、虫害研究に比べ遙かに後れ、20 世

紀に入ってやっと問題にされた。菌類の基礎

的な研究は図書や文化財ばかりでなく、植物

の菌類病害研究、食品微生物の研究において

も同様である。しかし，20 世紀に入り、食の

科学、特に食料生産および食品加工における

菌類の研究が先行したことはご存じのとおり

であろう。このため IPM も農業分野からはじ

まり図書や文化財に波及した。また、図書お

よび文化財におけるカビ研究者はわが国だけ

であり、今後、図書および文化財におけるカ

ビ劣化研究者が増えることを期待する。 
 

４．カビ防除「曝涼」の歴史的背景 
曝涼は、奈良時代に中国から伝わり、平安

時代の年中行事として定着していた。その後、

江戸時代から曝涼が広がり、寺社の所蔵物を

その地方で晴天が続く時期、また最も湿度の

低い時期にその所蔵物の公開を兼ねて、補修

や虫、カビを払う作業が行われてきた。これ

をわが国の伝統として“目通し・風通し”と

も言われてきた。さらに明治時代には、正倉 

図１ Cladosporium 属菌 

 

図２ Penicillium 属菌 

 

図３ Aspergillus 属菌 
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院の曝涼が毎年行われ、新たな制度により図

書館でも曝書が行われるようになった。現代

でも「曝書」という用語は踏襲されている。 
しかし、1960 年代から、ガス燻蒸による虫

およびカビの燻蒸が行われてきた。そしてガ

ス燻蒸が曝涼に代わる年中行事となった。こ

れは、農業における農薬の影響を大きく受け

て図書館、博物館、美術館等においても農業

と同様に行われてきたと推定される。 
殺虫燻蒸剤の臭化メチル、殺菌燻蒸剤の酸化

エチレンを混ぜた製剤は、一度処理すると非

常に効率よく駆除ができ大変普及してきた。

しかし、臭化メチルがオゾン層破壊物質とわ

かり、1997 年の「オゾン層を破壊する物質に

関するモントリオール議定書締約国会議」に

おいて先進国は 2005 年に使用が全廃された。 
次に世界的にはどのように虫菌害を予防し

てきたのか。アメリカ、スミソニアのナチュ

ラルヒストリー博物館では、自然史標本や動

物標本を約 200 年前から第２次世界大戦の前

まで、人体にとって非常に毒性が強いヒ素や

塩化水銀を処理していた。その後、ヒ素や塩

化水銀の毒性がわかると、これらの標本類は

収蔵庫にとどめ、「触るな」と表示し隔離さ

れている。また、防虫剤であるナフタレン、

パラジクロロベンゼンなどもアメリカでは使

用を縮小し、低温処理に換わって来た。世界

的にみてもこの約 200 年間には、虫菌害の予

防方法として大きく換わって来た。 
これらの歴史的な苦い経験から後世に図書

および文化財を残す手段として、環境に負荷

をかけず、人体に害のない手法こそが IPM の

考え方であるとされ、これはまさに農業にお

ける農薬の歴史に類似する点が多い。 
 
５．図書館 IPM とは 

 IPM は建築物衛生分野にも取り入れられ、

1970 年に制定された法律「建築物における衛

生的環境の確保に関する法律」により、延べ

面積が 3,000 平方メートル以上の建築物は

「特定建築物」として、法令により日常行う

清掃他、義務付けられている。このような規

模の大きな図書館では、すでに清掃業者等に 

 
委託してすでに IPM 作業が行われている。し

かし、カビ被害は目視出来る時には被害が拡

大しすぎているため、日常の温湿度管理が最

も重要である。そしてこれらの管理は、施設 
の平常値を知るために行い、空調機の異常等

がカビ発生を引き起こす大きな原因となる。

しかし、平常値とは温湿度計の数値ばかりで

なく、例えば館内の平常と異なる臭い、壁の

シミや汚れ等にも気を配り館内で業務を遂行

することが重要である。これが図書館 IPM の

始まりである。 
 
６．カビと共に 

図書館 IPM をカビ中心に記してきたが、図

書館や博物館ではカビの特徴、特にカビの弱

点を知ることにより、増殖を抑えることが可

能である。そのためにはまず入館者が来館す

る限りは空中菌類をゼロにすることは困難で

あるため、館内の温度、湿度の管理は必須で

あろう。ここで紹介してきたカビは、土壌中

に普遍的に存在するため、入館者の靴の裏に

館外の土を付着させないように対応すべきで

ある。また館内に鉢植えの緑化樹を置くこと

も控えたほうが良い。さらに書籍等のカビ被

害を発見した時には、被害を拡大させないよ

うに、一時的にその書籍をビニール袋で隔離

し、専門家に相談すべきである。また、その

被害が発生した場所はカビの生育に適した場

所だと推定し、他の書籍への感染を予防させ

なければならない。 
貴重な書籍を次世代に繋げるために、図書

館 IPM の理解と実行が必要であろう。 
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1. 「グルテンフリー米粉パン」とは 

日本は食料の過半を海外に依存しており、カロリー

ベースの食料自給率は約 40%と低い。そのため、輸入

依存程度の大きい小麦粉の代替となり得る「米粉」の、

パンや麺への利活用を促進することが重要である。し

かしながら、小麦粉と米粉の価格差は大きく、パン等

の米粉利用に適する品種も十分には開発されていな

かった。また、低価格で高品質な米粉の供給も十分で

はなく、これらの理由により米粉利用は十分には進ん

でいなかった。今後の米粉の需要拡大のためには、米

粉生産の低コスト化と良食味・高品質の米粉食品の開

発が必要である。そこで、米粉利用を促進するための

米と米粉に求められる特性の解明と米粉利用に適す

る品種開発、そして米粉食品の開発が進められている

1),2),8),9),10)。 

米粉は小麦粉と異なり、パンの骨格となるタンパク

質「グルテン」を持たない。そのため米粉パンを製造

するには、①米粉に小麦粉から取りだしたグルテンを

2割程度添加する［グルテン添加米粉パン］、②小麦粉

に米粉を 1～5 割程度混合する［米粉混合（小麦）パ

ン］、③グルテンや小麦粉を加えず米粉だけ、ないし

は米粉に増粘多糖等の粘性物を添加する［グルテンフ

リー米粉パン］のいずれかの方法が必要である。 

このうち、グルテンや小麦粉を加えずに製造する 

［グルテンフリー米粉パン（③）］は、グルテン添加 

米粉パン（①）や米粉混合パン（②）と比較して生産

量は少ないが、小麦に含まれるグルテンの摂取による 

アレルギーやセリアック病などの疾患の存在からその

開発が強く求められている。グルテンフリー米粉パン

製造では、グルテン無しでパン生地を膨らませる技術

が必要であり、グアガムやヒドロキシプロピルメチル

セルロース等の増粘多糖類を加える製造方法は最も一

般的な製法である。 

 

2. 米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー米粉

パンの新たな製造法 

農研機構作物研究所では、増粘多糖類等の添加剤を 

使用せずにグルテンフリー米粉パンを製造する方法を

検討し、イースト発酵の前に、米粉生地を予め米麹、

ないしはタンパク質分解酵素（プロテアーゼ）で前処 

理（45～55°C で保温）することで、膨らみのよいグ

ルテンフリー米粉パンを製造する技術を開発した（図 

1A）5)。米麹による前処理をすることで、米麹を添加

しないものに比べて、パンの膨らみが約 2倍程度向上

する（図 1B）。パンの膨らみが向上する原因を調べた

ころ、米麹処理中の米粉生地におけるタンパク質分解 

米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー米粉パンの製造 
 

荒木 悦子* 

 

Manufacturing processes of gluten-free rice bread using rice malt and proteases. 
 

図1 米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー100%米

粉パンの製造 （A：製造方法、B：麹処理によるパンの膨ら

みの向上） 
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酵素（プロテアーゼ）の活性が、処理時間の経過に伴

い上昇すると、パンの膨らみが向上することがわかっ

た（図 2）。このことから、パンの膨らみ向上には米

麹に含まれるプロテアーゼ活性が関与することが推察

された。そこで、米麹菌由来の食品添加用プロテアー

ゼで米粉生地を前処理しパンを製造したところ、米麹

を用いたときと同様の結果が得られ 5)、プロテアーゼ

活性がパンの膨らみに寄与することが明らかになった。 

前処理については、その処理温度がパンの脹らみや

内相の気泡の形成に影響する（図3）。前処理温度 60℃

以上ではパンは膨らまず、35℃以下ではパンはやや膨

らんだが内相の気泡は大きかった。一方、処理温度45

～55℃でパンは脹らみ、内相に細かい気泡が観察され

たことから、その至適前処理温度は 45～55℃であるこ 

とがわかった。 

また、この方法でグルテンフリー米粉パンを作ると

き、米粉のアミロース含有率の影響があるか否かにつ

いて検討したところ、15%程度以上のアミロース含有

率の米で膨らみが良いこと、また、20%～25%程度のア 

ミロース含有率の米で膨らみと食感の両方が良好であ 

 

ることがわかった（図 4）。さらに貯蔵タンパク質の

影響について検討したところ、グロブリン欠失は発酵

臭を低減化し、風味の向上に寄与することが明らかに

なった。なお低グルテリン性とグロブリン欠失は共に

膨らみを低下させることはなかった。 

以上記したように、米麹やプロテアーゼを用いた前

処理によるグルテンフリー米粉パンの新たな製造方

法を開発することができた。加えて、このグルテンフ

リー米粉パンでは、20％～25％程度のアミロース含有

率が膨らみと食感の両面でより適しており、「コシヒ

カリ」等の一般的な品種を用いると生じる発酵臭（味

噌臭さ）がタンパク質変異米を用いることで低減化さ

れ、風味が向上することを明らかにした。 

 

3. さまざまなプロテアーゼでグルテンフリー米粉

パンを作ることができる 

米麹菌由来以外の食品添加用プロテアーゼについ

ても、グルテンフリー米粉パンの製造が可能か否かを

検討した 3)。湿式気流粉砕法で製造した「コシヒカリ」

ないしは「こなだもん（低グルテリン、26kDグロブリ

ン欠失米品種）」の白米粉より調整した生地に、8種類

のプロテアーゼ（麹菌由来：プロテアックス、プロテ

アーゼ A、プロテアーゼM、プロテアーゼP、枯草菌由

来：プロチン、サモアーゼ、クモノスカビ由来：ぺプ

チダーゼ R、パパイヤ由来：パパイン）を米粉生地1ml

あたり 1～5400 Unitsの割合で添加、25～65℃、2～24

時間の前処理をした後に、製パンを行った。 

その結果、プロテアーゼの添加量がパンの膨らみ程 

図4 アミロース含有率の膨らみへの影響 （米粉：湿式気

流粉砕によって調整、適するアミロース含有率の範囲を四

角の囲いで示した）  

 

図3 前処理温度の膨らみへの影響 （米粉：湿式気流粉砕

によって調整、品種：コシヒカリ、酵素：プロテアックス、 

適する処理温度の範囲を四角の囲いで示した）  

図2 前処理時間の膨らみへの影響  

 

図2 前処理時間の膨らみへの影響
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度や内相の気泡の細かさに影響することが明らかにな

った（図 5）。また、プロテアーゼの種類によりパンの

膨らみに対する効果が異なり、用いた 8種類のプロテ 

アーゼの至適添加量は7～1800 Units/mlと大きく異な

ることもわかった。 

また、プロテアーゼ添加量により最適な前処理時間

が異なることも明らかになった（図6）。プロテアック

ス 150または900Units/mlを 2～24時間前処理した製

パン試験を行ったとき、十分な膨らみを得るためには、

150Units/mlでは4時間以上、900Units/mlでは 3時間 

以上の前処理が必要であった。 

これらの結果から、グルテンフリー米粉パンの製造 

には多くのプロテアーゼが使用可能であり、そして添

加量を調整することで前処理時間を短縮できることが

明らかになった。なお、作物研究所での研究の他にも

プロテアーゼを用いたグルテンフリー米粉パンの製造 

方法が報告されているので、合わせて参考にしていた 

 

だきたい 6),7)。 

 

4. グルテンフリー米粉パンの普及に向けた取り組

み 

①消費者に喜ばれるグルテンフリー米粉パン 

米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー米粉パ

ンの普及に向け、民間企業と連携し、消費者への試食

アンケート等を実施している。アンケートでは、「小麦

粉のパンに比べると硬い」、「香りがよくない」などの

食味改善を望む回答があるものの、「身近な場所で買え

るようにしてほしい」、「知人にも教えたい」といった

グルテンフリー米粉パンの普及を期待する声も多かっ

た。それらの意見をもとに消費者に喜ばれる食味や食

感を有するようグルテンフリー米粉パンの品質改善 

を図っているところである。 

②家庭で作るグルテンフリー米粉パン 

小麦アレルギーの子どもをもつ方からは、家庭で作

りたいとの要望が強い。前述したように、米粉と麹が

あればグルテンフリー米粉パンを作ることが可能であ

る。前処理は炊飯器の保温機能を活用できるかもしれ

ないと考え、炊飯釜より少し小さいボールに米粉生地

を入れ、炊飯釜に設置した台上に生地の入ったボール

を置くと、米粉生地を52～58℃で保温できることがわ 

かった（図7）。その生地で製造したパンは膨らみも十 

 

図5 プロテアーゼ添加量がパンの膨らみや内相の気泡の

大きさに与える影響 （米粉：湿式気流粉砕によって調整、

品種：コシヒカリ、 前処理：55℃、15時間）  

図6 プロテアーゼ添加量と最適処理時間 （米粉：湿式気

流粉砕によって調整、品種：コシヒカリ、 酵素：プロテア

ックス、前処理温度：55℃）  

図7 炊飯器を使用した前処理の例 （米粉：湿式気流粉砕

によって調整、品種：こなだもん、前処理：米麹使用）  
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分であった。炊飯器の種類によって保温時の温度設定

に違いがあるので、すべての炊飯器でこの方法でうま

くいくわけではないが、少しの工夫で家庭でもグルテ

ンフリー米粉パンを作ることはできると考えている。

もちろん、45～55℃程度の保温が可能な調理器具があ

れば、それを使用すればより簡単に作ることができる 

だろう。料理教室などでも試していただけるよう準備

を進めている。 

 

5. 調整米粉を用いた簡易製造法 

米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー米粉

パンの製造には、45～55℃での前処理が必要であり、

そのための設備が必要である。家庭だけでなく、多く

の「街のベーカリー」でもこの種の設備を所有してい

ない。そこで、この設備がなくてもグルテンフリー米

粉パンが簡単に製造できる方法の開発が必須と考え、

調整米粉の製造を試みた 4)。 

湿式気流粉砕法で製造した「こなだもん」米粉に、

水とプロテアーゼ溶液（プロテアックス 150Units/ml

添加）を添加・混合し、「プロテアーゼ処理生地」を作

成後に、プロテアーゼ処理（55℃で15時間静置）を行

った。その後、プロテアーゼ処理生地を 55℃で 6時間

通風乾燥、又は55℃で15時間無風乾燥し、「プロテア

ーゼ処理米粉乾燥粉末」を調整した。この「プロテア

ーゼ処理米粉乾燥粉末」に水、砂糖、塩とドライイー

ストを加えて、グルテンフリー米粉パンを製造し、パ

ンの膨らみと内相の気泡の状態を評価した。 

未貯蔵のプロテアーゼ処理米粉乾燥粉末を用いて製

造したグルテンフリー米粉パンは、乾燥を行わない通

常の方法で製造した米粉パンと同程度の十分な膨らみ

と内相の気泡の細かさを示した（図 8）。さらに、プロ

テアーゼ処理米粉乾燥粉末を製造後、25℃で 1ケ月間、

3ケ月間及び10ケ月間貯蔵した後にグルテンフリー米

粉パンを製造した場合も、プロテアーゼ処理米粉乾燥

粉末の製造直後と同様の十分な膨らみときめの細かさ

を有することが明らかになった（図 8）。 

「プロテアーゼ処理米粉乾燥粉末」を用いた米粉パ 

 

ン製造においては、55℃、15時間の米麹やプロテアー

ゼ処理を必要としない。開発した調整米粉を活用する

ことで、家庭やベーカリーで簡易にグルテンフリー米

粉パンを製造できると期待している。 

6. グルテンフリー米粉パンへの期待 

2010年に制定された食料・農業・農村基本計画では、

2020 年度の米粉の生産数量目標を 50 万トン（注）と

して米粉利用を推進する「新規需要米」制度が開始さ

れた。生産量は2011年度に4万トンに増大したが、そ

の後は減少し2013年度は2.1万トンにまで減少してい

る。平成26年には、米粉利用専用米品種の米粉を 30%

含むパンが大手製パン企業から販売されたが、今後、

米粉の消費を拡大し、食料の自給率を高めるためには、

米の利点が消費者に受け入れられる品質と特徴を有す

る米粉パンなどの米粉食品の更なる製造開発が必要で

ある。米麹やプロテアーゼを用いたグルテンフリー米

粉パンは、特徴ある米粉加工品であり、また、日本で

数十万人、欧米で数百万人と推定される小麦アレルギ

ー疾患に苦しむ患者に福音をもたらす食品のひとつと 

なり得ると期待する。 

（注）平成27年度より、生産目標は 10万トンに引

き下げられた。 
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図8 プロテアーゼ処理乾燥米粉粉末を用いて製造した100%米

粉パン（米粉：湿式気流粉砕によって調整、品種：こなだもん 酵

素：プロテアックス 150 Units/ml、前処理時間：15時間）  
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および「米粉利用に適した品種及び低コスト粉砕技術

の開発」（米粉プロ）の支援を受けて実施した。 
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平成 27 年 7 月から 9 月に発表された」図書館員に役立ちそうな情報を掲載します。業務の一

助にお使いください。記事の情報源はそれぞれの項目ごとに明示してあります。 

 

【西日本でも夏秋季に安定生産できる、 四季

成り性イチゴ新品種「夏の輝」を育成】 
農研機構九州沖縄農業研究センターは、暖地

の夏から秋の気象条件下でも連続的に開花・結

実する性質を持ち、夏秋どり栽培に適したイチ

ゴ新品種「夏の輝(なつのかがやき)」を育成。

果実の糖度が高く、8 月から 10 月の収穫量が安

定して多いのが特長。また、イチゴの主要な病

害である萎黄病(いおうびょう)に強く、うどん

こ病、炭疽病(たんそびょう)にもある程度強く、

作りやすい品種。植物工場での作付け体系に通

常の促成栽培用の一季成り性品種(いっきなり

せいひんしゅ)と組合せ導入することで、周年の

イチゴ生産が可能となります。農研機構と契約

を結んだ種苗会社より近日中に種苗の供給が行

われる予定。 
＊情報源：農研機構九州沖縄農業研究センター

（プレスリリース） 
平成 27 年 7 月 11 日 
 

【ヒトとマウスの甘味受容体の機能の違いを

解明- ヒトの客観的な味覚評価法の構築に向け

て -】 
味は、食品の嗜好性を左右する因子の 1 つで

あることから、食品開発では味を実際の感覚に

即して適切に評価することが重要です。専門家

が行う官能評価は客観的に味を評価できますが、

作業が煩雑であるなどの問題がありました。そ

のため、簡便で客観的な味覚評価技術の開発が

求められています。味を受け取る基本的な仕組

みは、味の感受性の個体差が少ないマウスを利

用することで解明されてきており、甘味や苦味

は舌の細胞にあるセンサーが感知していること、

センサーはそれぞれの味に対応した受容体と呼

ばれる膜タンパク質であることが明らかになっ

てきました。近年、味の感受性は動物ごとに異

なるとの報告もなされるようになってきたとこ

ろです。細胞は、細胞内で合成した受容体の細

胞膜への移動を調節することにより、細胞内へ

の情報伝達を制御しています。また、マウスは

味の評価にもしばしば使われていることから、

ヒトとマウスの甘味受容体の違いを明らかにす

るために、甘味受容体がどのように細胞膜に移

動するかに着目して研究を実施しました。今回、

農研機構、理化学研究所と岡山大学は、細胞膜

上の甘味受容体を検知する方法を開発して、ヒ

トとマウスでは甘味受容体が細胞内で合成され

てから細胞膜へ移動する仕組みが全く異なるこ

とを発見しました。この結果は、ヒトならでは

の甘味を受け取る仕組みがあることを示唆して

います。今後は、ヒトの味覚受容体を使って簡

便で客観的な味覚評価技術を開発し、食品の味

の評価に活用する予定です。 
＊情報源：農研機構食品総研究所 
（プレスリリース） 
平成 27 年 7 月 17 日 
 

【NDL ラボにおいて、MIMA サーチを活用し

た書誌情報検索・可視化システムを公開】 
MIMA サーチは、美馬秀樹東京大学大学院工学

系研究科特任准教授を中心として開発された検

索システムです。これまでの検索システムでは、

検索結果をリストの形で表示することしかでき

ませんが、MIMA サーチでは、検索結果を「点」

と「線」によるグラフで表示し、それぞれの関

連性が目で見て分かるようになっています。こ

れにより、必要な情報をより早く、的確に探し

やすくなります。NDL ラボにおいては、MIMA サ

ーチを用いて、当館でデジタル化した図書の書

誌データ（約 92 万件）及び目次データ（約 71

万件）を対象に検索し、それぞれの関連性を見

ることが可能です。 

NDL ラボ  書誌情報検索・可視化システム

（http://lab.ndl.go.jp/ut/） 
＊情報源：国立国会図書館（ニュース） 

平成 27 年 7 月 21 日 
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【 近代デジタルライブラリーを終了し、国立国

会図書館デジタルコレクションと統合】 
国立国会図書館は平成 28 年 5 月末（予定）を

もって、近代デジタルライブラリーのサービス

を終了。近代デジタルライブラリー

（http://kindai.ndl.go.jp/）では、明治以降

に刊行された図書・雑誌のうち、インターネッ

トで閲覧可能なデジタル化資料を公開してきま

したが、これらの資料は、国立国会図書館デジ

タルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/）で

引き続きインターネットからご利用いただけま

す。今後も、戦前期刊行図書から順次著作権の

処理を進め、インターネットから画像をご覧い

ただける資料を増やしていく予定です。平成 14

年のサービス開始以来、長年にわたり、近代デ

ジタルライブラリーをご愛顧いただきありがと

うございました。なお、近代デジタルライブラ

リー収録資料の URL は当面の措置として、国立

国会図書館デジタルコレクションにリダイレク

ト（転送）しますので、引き続き同じ URL でご

利用いただくことも可能ですが、ウェブサイト

等から近代デジタルライブラリーにリンクして

いる場合は、以下のとおり国立国会図書館デジ

タルコレクションの URL に変更していただくよ

うお願い申し上げます。 

変更前：http://kindai.ndl.go.jp/、 

変更後：http://dl.ndl.go.jp/ 

＊情報源：国立国会図書館（ニュース） 
平成 27 年 7 月 21 日 
 
【カンキツの点滴かんがいのためのソーラー

ポンプシステム―自然エネルギー利用でマル

ドリ方式導入―】 
農研機構は、傾斜地カンキツ園においてマル

ドリ方式などで用いる点滴かんがいの水源を確

保するために、太陽光発電を用いた揚水システ

ムを開発。マルドリ方式は、高品質なカンキツ

生産を可能にする技術。プラスチックのシート

で地面を覆って雨を防ぎ、点滴かん水施肥を組

み合わせ、緻密な水管理を行います。傾斜地で

は、場合によりトラックで水を運搬したり、大

がかりな揚水施設を整備したりする必要があり

ました。しかし、このソーラーポンプシステム 

 
を利用することにより、容易に、また安価に水

源を確保できます。このシステムは、小規模な

太陽光発電システムと小型ポンプを組み合わせ、

高所に設置したタンクに揚水し、自然圧力でか

ん水することが特徴。かん水しないときに長時 
間揚水を行い、自然圧力で一気にかん水するこ

とができます。また、ライフサイクルコストを

低減するためにポンプの間欠運転を行います。

システムの設計、設置手順を示したマニュアル

をウェブで公開しました。 
＊情報源：農研機構近畿中国四国農業研究セン

ター（プレスリリース） 
平成 27 年 8 月 10 日 
 
【二重ネット工法で農村の畦畔法面にシバを

植栽-通常の雑草畦畔を芝生畦畔に植生転換-】 
農研機構は、高齢化が深刻かつ畦畔率の高い

中山間地域で課題となっている畦畔管理の省

力・軽労化を図るため、新たな芝生畦畔の造成

技術を開発。草刈りの回数を減らし、省力・軽

労化を図るには、畦畔法面へのシバ植栽が有効。

そこで、30°～45°の急斜度の畦畔法面で作業

可能な植栽技術「シバ二重ネット工法」を開発

しました。当工法では、シバ苗を挟みこんだ市

販の二重ネットのロールを、斜面を利用して転

がしながら展開した後、覆土します。この作業

は 5 人程度で容易に行うことができます。本技

術のマニュアル「畦畔法面における二重ネット

工法を用いたシバ(Zoysia japonica)の植栽技術」

を、生産者向けと普及員等向けに刊行。シバ植

栽の経験の無い生産者でも、普及員等の助言を

得つつ、簡単にシバ植栽に取り組めます。 
＊情報源：農研機構近畿中国四国農業研究セン

ター（プレスリリース） 
平成 27 年 9 月 7 日 
 

【平成 27 年度「大学の世界展開力強化事業

～中南米等との大学間交流形成支援～」の採択

事業の決定について】 

文部科学省では、国際的に活躍できるグロー

バル人材の育成と大学教育のグローバル展開力、

さらには海外とのネットワークを強化するため、

高等教育の質の保証を図りながら、日本人学生 

http://kindai.ndl.go.jp/
http://kindai.ndl.go.jp/
http://dl.ndl.go.jp/
http://dl.ndl.go.jp/
http://kindai.ndl.go.jp/、
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の海外留学と外国人学生の受入れを行う国際教

育連携の取組を支援する「大学の世界展開力強

化事業」を実施。平成 27 年度には、新たに、

中南米及びトルコの大学との間で、質の保証を

伴った交流プログラムを実施する事業を支援し 
ます。平成 27 年 4 月 16 日に各国公私立大学長

宛てに公募の通知を行い、5 月 27 日に公募を締

め切ったところ、34 件の申請を受理しました。

その後、大学の世界展開力強化事業プログラム

委員会（委員長：平野 眞一 上海交通大学致遠

講席教授・学長特別顧問・平野材料創新研究所

長）において審査を行い、これを踏まえて、11
件の採択事業を決定いたしました。 

http://www.jsps.go.jp/j-tenkairyoku/kekk

a.html 

＊情報源：文部科学省（プレスリリース） 
平成 27 年 9 月 9 日 
 

【湿害軽減に有効な飼料用トウモロコシの耕

うん同時畝立ては種技術―水田における飼料

用トウモロコシの増収が可能に―】 
農研機構は、水田等の排水不良ほ場における

飼料用トウモロコシの湿害軽減技術として、耕

うん同時畝立ては種技術が有効であることを明

らかにしました。耕うん同時畝立ては種は、ア

ップカットロータリ 2)(作業幅 160cm 用)と 2 条

用の施肥は種機 3)を組み合わせては種を行い

ます。畝高さ 10cm 前後、は種深度 3～5cm で

飼料用トウモロコシを畝立ては種することによ

り、排水不良ほ場での湿害が軽減されることを

明らかにしました。ほ場が過湿となるほど湿害

軽減効果は顕著になります。都府県では一般に

飼料用トウモロコシは冬作飼料作物(イタリア

ンライグラスやライムギ)と組み合わせた二毛

作条件で栽培されます。この条件では、耕うん

を行う慣行法と比較しては種に要する作業時間

を約 3 割削減でき、は種作業の省力化にも有効

なことを明らかにしました。 
＊情報源：農研機構畜産草地研究所（プレスリ

リース） 
平成 27 年 9 月 11 日 
 

【機能性表示食品「べにふうき」緑茶ティーバ 

 

ッグの開発- ハウスダストやほこりなどによ

る目や鼻の不快感を軽減する初めての機能性

表示食品 -】 

農研機構は、メチル化カテキンを多く含む「べ

にふうき」緑茶の機能性に関する研究を 1998
年から実施してきました。また、機能性関与成

分であるメチル化カテキン含有量を高める「べ

にふうき栽培・加工マニュアル」を 2005 年に

公表。JA かごしま茶業(株)は、「べにふうき」

を系列農家で栽培し、メチル化カテキンを多く

含有・保持するための栽培法、摘採法、製茶法、

再製法などについて、2004 年から農研機構等と

共同で研究を実施。機能性表示食品制度の開始

に向け、JA かごしま茶業(株)と農研機構では、

農林水産省予算「攻めの農林水産業の実現に向

けた革新的技術緊急展開事業:海外輸出に対応

できる日本茶生産体系の実証研究」において、

メチル化カテキン含有量のばらつきを一定範囲

内に抑える生産工程管理法を確立し、機能性表

示食品「べにふうき」緑茶ティーバッグを開発。

消費者庁への届出では、農林水産省委託事業(平
成 26 年度農林水産業・食品産業科学技術研究

推進事業 緊急対応課題)で実施・公開されたシ

ステマティックレビューを科学的根拠としまし

た。届出の表示内容は以下の通り。 
1.表示する機能性は、「本品にはメチル化カテキ

ン(エピガロカテキン-3-O-(3-O-メチル)ガレー

ト)が含まれます。メチル化カテキンは、ハウス

ダストやほこりなどによる目や鼻の不快感を軽

減することが報告されています」。 
2.対象者は、「ハウスダストやほこりなどにより、

目や鼻に不快感を有している成人男女」。 
3.一日摂取目安量の 3 包(9 g)には、メチル化カ

テキンが 34 mg/9 g(抽出後)含まれます。 
 開発された機能性表示食品は、ハウスダストや

ほこりなどによる目や鼻の不快感を軽減する初

めての機能性表示食品として、JA かごしま茶

業(株)から 2015 年 9 月 15 日に販売が開始され

ます。 
＊情報源：農研機構食品総研究所（プレスリリ

ース） 
平成 27 年 9 月 14 日 
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【極早生で耐倒伏性と耐病性に優れたエンバ

ク「K78R7」(商品名:アーリーキング)を開発- 

自給飼料の端境期に安定供給を図ります -】 

エンバクの夏播き・年内収穫栽培は、自給飼

料の端境期である冬季に牧草を供給できる栽培

体系として広く普及していますが、安定生産の

ため、年内に収穫できる極早生性に加えて多収

性と耐倒伏性を両立する品種が求められていま

した。「K78R7」は、「九州 16 号」と比較して、

出穂の早さがやや遅く、草丈が高いですが、耐

倒伏性は同程度で、収量性が並かやや多収です。

また、多収性で広く普及してきた「既存品種 A」

との比較では、出穂の早さ、草丈は同程度で、

収量性は並かやや高く、耐倒伏性は明らかに優

れ、安定多収に貢献できます。「K78R7」は、

冠さび病や葉枯性病害の病害抵抗性にも優れ、

一部の地域で近年、問題になっているひょう紋

病の病害程度も低くなっています。九州、関東

地域を中心に、22 カ所の農家圃場での試験栽培

を展開し、大きな問題は指摘されませんでした。

収量調査を実施した鹿児島県や群馬県では、育

成機関による試験結果と同様に多収性と耐倒伏

性で良好な成績が得られています。2014 年から

種子の流通が始まり、カネコ種苗株式会社から

「アーリーキング」の商品名で販売。本品種は

関東から九州を中心に、既存の極早生品種を栽

培できる地域で利用できます。 
＊情報源：農研機構九州沖縄農業研究センター

（プレスリリース） 
平成 27 年 9 月 29 日 
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事務局報告  

 

（主な取組み） 

第１回 セミナー委員会 

開催日：平成27年9月16日（水）15:00～17:00 

場 所：麻布大学 

議 題：１.第124回農学図書館情報セミナー・

見学会開催について 

２．その他 

 

第124回農学図書館情報セミナー＆見学

会の開催 

開催日：平成27年11月18日（水） 

時 間：14時00分～16時30分  

場 所：麻布大学 

講 演：「いのちの博物館を語る」 

高槻成紀氏（麻布大学元教授、現・いのちの博

物館運営委員会委員） 

 

いのちの博物館内を見学する参加者 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（編 集 委 員） 

委員長  合田 豊二     東京農業大学図書館 

委 員  三井  文子   農研機構果樹研究所   

高橋 美子   明治大学生田図書館 

 

事務局  田沼  繁   特定非営利活動法人 日本農学図書館協議会 
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